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1. はじめに 

近年，スマートフォンやタブレットの普及により，

Siri[1]やしゃべってコンシェル[2]を始めとする対話エー

ジェントの利用が活発になってきている．こうした対話

エージェントを Web アプリケーション開発者が容易に開

発できるようにするため，筆者が所属する研究室では，

マルチモーダル対話システム構築のための JavaScript 用

ライブラリ MMI.js[3]を提案してきた．しかし MMI.jsで

はエージェントとの対話中に生じる割り込みに対応する

機能を備えていなかった．そのためユーザの咄嗟の入力

に対応する機能を対話エージェントに組み込むことがで

きなかった．そこで本論文では，MMI.js を改良し，対話

割り込み機能を組み込むと共に有効範囲の設定や，割り

込み終了後の動作の指定についても記述できるように拡

張する．これにより，ユーザが不便さを感じない対話エ

ージェントの開発を可能にする． 

以下では，まず先行研究である MMI.js の概要と特徴

を説明した後に MMI.jsの改良内容について述べる． 

2. 先行研究 

まず本研究のベースとなる MMI.js について説明する．

MMI.js は Web ブラウザ上で動作するマルチモーダル対

話システムを記述するための JavaScript 用ライブラリで

ある．Web ブラウザがあれば動作するので，開発者はプ

ラットフォームを気にする必要がなく，特別なソフトウ

ェアのインストールなしに気軽に利用することができる． 

 MMI.js には主要な機能としてマルチモーダル入出力

機能，マルチメディアコンテンツの同期制御機能，エー

ジェントの制御機能が備えられている．マルチモーダル

入出力機能としては，逐次的，同時的，択一的な入力を

受 け 付 け る 関 数 mmi.seqInput ， mmi.parInput ，

mmi.altInput，逐次的，同時的な出力を行う関数

mmi.seqOutput，mmi.parOutput，および逐次的，同時

的，択一的な入出力を行う関数 mmi.Seq，mmi.Par，

mmi.Altが用意されている． 表 1 に入出力関数の一覧を

示す．  

マルチメディアコンテンツの同期制御には，マルチメ

ディアコンテンツの同期制御を行うための言語 SMIL[6]

が持つメディア同期機能を参考にした入出力のタイミン

グ制御を行うための 17種類の引数を用意している．  

エージェントの制御機能としては，筒井らが提案した

エージェントを用いるプレゼンテーション記述言語

MPML[7]や，NHK が開発したテレビ番組の記述言語

TVML[8]を参考に，“お辞儀”や“指さし”といったエ

ージェントの 62種類の動作が用意されている．  

図 1にMMI.jsの記述例を示す． 

3. 対話割り込み機能の追加 

3.1. 要求される機能 

対話割り込みは対話中において常に発生する可能性が

ある．例えば，ユーザが電車に乗るなどユーザ環境の変

化により対話を一時中断する場合や，対話を急きょ終了

する場合などである．一方で，現在進行している対話の

内容によっては途中で割り込みが発生することが不都合

な場合もある．例えば，エージェントが注意や警告など

非常に重要なことを発話している最中に割り込みが発生

する場合である．そのため，対話中のどのような場面で

も対話の割り込みを行えるが，割り込みを行うことがで

きる有効な範囲も同時に指定できることが望ましい． 

また，割り込み対話終了後の動作は VoiceXML や

表 1 入出力関数一覧 

分類 関数名 処理内容 

マルチモー 

ダル入力 

mmi.seqInput 逐次的な入力を受付ける 

mmi.parInput 同時的な入力を受付ける 

mmi.altInput 択一的な入力を受付ける 

マルチモー 

ダル出力 

mmi.seqOutput 逐次的な出力を行う 

mmi.parOutput 同時的な出力を行う 

マルチモー 

ダル入出力 

mmi.Seq 逐次的な入出力を行う 

mmi.Par 同時的な入出力を行う 

mmi.Alt 択一的な入出力を行う 

// 択一的入力 

mmi.altInput({ 

   “type”: “click”, 

   “match”: “agent”, 

   “options”:{  “begin”: 1000, “dur”  : 10000   } 

},{ 

   “type”: “speech”, 

   “grammar”: “かいものをしたい”, 

   “options”:{  “begin”: 1000, “dur”  : 10000   } 

}); 

 

// 同時的出力 

mmi.parOutput({ 

   “type”: “agent”, 

   “event”: “speech”, 

   “text”: “商品を選択してください”, 

   “options”:{  “begin”: 500   } 

},{ 

   “type”: “agent”, 

   “event”: “gesture”, 

   “gesture”: “point”, 

   “options”: {  “begin”: 500   } 

}); 

図 1 対話の記述例 
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XISL ではこれらのインタプリタや goto 要素等によって

割り込み対話と割り込み後の対話が自然につながるよう

に調整される．しかし，進行中の対話が中途半端な状態

のときに割り込みが発生した場合，割り込み発生直前の

位置から対話を再開するとエージェントの動作や発話が

不自然になる可能性がある．これを回避するために，自

然な区切り位置から対話に復帰する手段が必要であると

考えられる． 

本研究では，以上から次の要求仕様を満たす対話割り

込み機能を実現する． 

【要求仕様】 

1. 任意の場所に割り込み対話を設定できる 

2. 割り込み対話の有効範囲を設定できる 

3. 割り込み対話終了後は任意の位置への遷移だけでな

く割り込み前の対話に復帰可能にする 

3.2. 割り込み対話の記述方法 

要求仕様の 1 を満たすために割り込み対話を記述する

mmi.bargein 関数を用意した．この関数に割り込み対話

の ID，割り込み発生条件と割り込み対話のシナリオを指

定することで，割り込みの受付を開始する．この関数を

用いて記述された割り込み対話は有効範囲を設定してい

ない限り，プログラム実行中の任意の場所で割り込むこ

とが可能である．関数の使用例を図 2に示す．  

3.3. 割り込みの有効範囲の指定 

要求仕様の 2 を満たすために mmi.bargeinState 関数

を用意した．この関数に割り込み対話の IDと有効（true）

／無効（false）を切り替えるフラグを指定することで特

定の割り込み対話を有効／無効にできる．  

ま た ， 対 話 の 階 層 的 な 表 現 を 可 能 に す る

mmi.subdialog 関数を用いることで簡潔に有効範囲を指

定することもできる．この関数の引数に特定の割り込み

対話を有効／無効にするオプションを追加することで，

この関数内に記述された対話中ではその割り込み対話を

有効／無効にできる． 

3.4. 割り込み対話終了後の動作 

要求仕様の 3を満たすために mmi.bookmark関数，お

よび mmi.goto 関数を用意した．また，発話文中への対

話の遷移ができるように，日本語テキスト音声合成用記

号[10]で定義された BOOKMARK 要素を発話文中に挿入

で きる よう にした ． mmi.bookmark 関 数ま たは

BOOKMARK 要素で任意の位置にブックマークを設定し，

mmi.goto 関数を用いて任意のブックマークまで対話を遷

移させることができる．  

4. まとめ 

本論文では，マルチモーダル対話システム構築のため

の JavaScript 用ライブラリ MMI.js への対話割り込み機

能の追加について報告した．これによりプログラム実行

中の任意の場所で割り込みを発生させる事や，割り込み

可能な有効範囲，割り込み終了後の動作を指定可能にし，

現実に発生する割り込み対話に幅広く対応できるように

した．今後はモダリティを容易に追加できるようにする

仕組みのほか，エージェントを可変にする機能，システ

ム発話から指示対象を同定する[10]機能等を組み込みた

い． 
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// 割り込み対話 

mmi.bargein( “skip_bargein”, “alt”, 

  { “type” : “speech”, “grammar” : “スキップ” }, 

  function() { 

    mmi.output({ “type” : “agent”, “event” : “speech”, 

      “text” : “スキップしますね”}); 

 

    mmi.goto({ “type” : “succeeding” }); 

}); 

 

// 主の対話 

mmi.scenario( function() { 

  mmi.bookmark( “start” );  

  mmi.bargeinState( “skip_bargein”, false );  

 

  mmi.output({ “type” : “agent”, “event” : “speech”, 

    “text”:”今日の重要なニュースは○○です”}); 

 

  mmi.subdialog(“news”, { “skip_bargein” : true }, 

    function() { 

      mmi.output({ “type” : “agent”, “event” : “speech”, 

        “text” : “<BOOKMARK mark=’news1’/>” 

          + “一つ目のニュースは××です” 

          + “ <BOOKMARK mark=’news2’/>” 

          + “二つ目のニュースは△△です” }); 

    }); 

}); 

図 2 割り込み対話の記述例 
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